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書 

 

京
成
高
砂
駅
は
、
京
成
本
線
・
京
成
金
町
線
・
北
総
線
の
鉄
道
三
線
が
利
用
で
き
る
利
便
性
の
高
い
駅
で
あ
り
、

高
砂
駅
周
辺
地
区
は
、
駅
を
中
心
に
四
つ
の
商
店
街
が
集
ま
る
な
ど
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
暮
ら
し
や
す
い
地
区
で
す
。 

そ
の
一
方
で
、
駅
付
近
に
は
ピ
ー
ク
時
の
遮
断
時
間
が
現
状
一
時
間
の
う
ち
五
十
分
以
上
に
も
達
す
る
「
開
か
ず

の
踏
切
」
を
は
じ
め
と
す
る
踏
切
が
多
数
存
在
し
、
歩
行
者
の
安
全
性
や
利
便
性
は
も
と
よ
り
、
市
街
地
の
分
断
、

道
路
等
の
都
市
基
盤
整
備
の
遅
れ
、
駅
前
の
商
業
の
衰
退
な
ど
、
こ
の
地
域
の
魅
力
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 そ

う
し
た
中
、
東
京
都
で
は
平
成
二
十
年
六
月
に
、
京
成
本
線
京
成
高
砂
駅
か
ら
江
戸
川
駅
付
近
を
連
続
立
体
交

差
事
業
の
事
業
候
補
区
間
に
位
置
付
け
、
現
在
、
鉄
道
立
体
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
地
域
住
民
の
期
待
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
高
砂
駅
周
辺
地
区
で
は
、
京
成
高
砂
駅
付
近
の
五
つ
の
自
治
町
会
及
び
四
つ
の
商
店
会
に
よ
っ
て
平
成
十

四
年
度
に
高
砂
地
区
開
発
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
鉄
道
立
体
化
を
見
据
え
た
高
砂
駅
周
辺
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
度
に
は
、
「
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
、
駅
前
広
場
整
備
と
駅
前
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
意
見
交
換
を
進
め
、
令
和
三
年

七
月
に
「
高
砂
駅
前
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

葛
飾
区
で
は
、
令
和
二
年
八
月
に
「
高
砂
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
連
続
立
体
交

差
事
業
・
鉄
道
車
庫
の
移
転
・
都
営
高
砂
団
地
の
建
て
替
え
等
を
見
据
え
た
、
高
砂
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
住
民
と
協
働
に
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

高
砂
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
「
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
安
全
で
快
適
な
広
域
生
活
拠
点
」
の

形
成
の
た
め
に
は
、
鉄
道
立
体
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
是
非
と
も
本
要
望
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
の
悲
願

で
あ
る
鉄
道
立
体
化
の
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
次
の
事
項
を
要
望

い
た
し
ま
す
。 

 

記 

 

一 

京
成
本
線
京
成
高
砂
駅
か
ら
江
戸
川
駅
付
近
の
連
続
立
体
交
差
事
業
の
早
期
事
業
化
を
図
る
こ
と 

 

一 

鉄
道
立
体
化
に
合
わ
せ
た
高
砂
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
必
要
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と 

 

令
和
三
年
十
月
十
二
日 

 

葛
飾
区
長 
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